
参
考
書
誌
研
究
・
第
一
一
号
（
聞
書
七
五
・
六
）
．

国
立
国
会
図
書
館
に
あ
る

緒
方
洪
庵
め
て
が
み

緒
　
方
富
．
雄

．：一一i

　
「
上
野
図
書
館
紀
要
」
第
一
冊
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
）
に
「
富

士
川
游
博
士
旧
蔵
幕
末
蘭
方
医
手
簡
」
ど
い
う
題
で
、
小
林
花
子
さ

ん
が
解
読
さ
れ
た
書
簡
二
十
二
点
が
載
っ
て
い
る
ゆ
，
こ
の
資
料
ば
昭

和
二
十
七
年
六
月
に
富
士
川
孝
雄
氏
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
総
計

二
十
五
点
あ
る
と
い
う
。

　
そ
の
「
一
五
」
に
緒
方
洪
庵
（
一
．
八
一
〇
一
六
一
一
．
一
）
の
て
が
み
が

あ
る
。
、
あ
て
名
は
「
高
雅
兄
」
，
と
あ
る
。
こ
れ
は
富
士
川
游
先
生
の

所
蔵
で
あ
っ
た
と
き
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
為
。
、
わ
た
し
も
写
真
複
・

写
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
し
、
・
わ
た
レ
の
「
緒
方
洪
庵
伝
」
　
（
岩
・

波
書
店
・
初
版
昭
和
十
七
年
　
第
二
版
昭
和
三
十
八
年
）
に
も
引
用

し
た
。
と
こ
ろ
が
ご
の
て
が
み
が
国
立
国
会
図
書
館
に
入
っ
た
こ
と

は
、
不
注
意
に
も
知
ら
な
か
っ
た
つ
こ
の
た
び
必
要
が
あ
り
て
複
写

を
お
ね
が
い
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
ど
い
う
お

す
す
め
を
う
け
た
の
で
、
お
受
け
し
た
。
・

　
ま
ず
「
紀
要
」
に
載
っ
て
い
る
解
読
を
、
原
文
に
つ
い
「
て
補
訂
し

て
か
か
げ
る
。
、
な
お
参
考
の
た
め
、
紀
要
の
解
読
の
正
誤
表
を
最
後

に
か
か
げ
て
お
ぐ
⑩

先
頃
は
御
細
書
被
下
巻
拝
見
。
、
此
節
春
色
逐
日
相
加
り
候
へ

と
も
免
角
不
整
之
気
候
に
御
座
候
。
御
全
家
翌
翌
清
寧
可
被
・

　　一　rnt



　
．
成
御
揃
奉
賀
候
。
随
而
草
堂
長
少
無
異
依
旧
送
光
藁
葺
候
条
、

　
乍
琿
御
球
戯
可
被
下
候
、
た
ん
さ
く
塵
事
御
申
越
に
付
早
々
．

　
三
二
へ
申
付
漸
々
昨
日
持
参
い
た
し
候
に
付
、
舟
便
差
出
申

　
候
。
御
入
手
可
被
爆
候
。
松
尾
屋
行
御
状
早
々
相
届
候
処
、

　
　
先
方
よ
り
御
迎
三
人
遣
し
候
と
か
申
出
難
語
。
昨
年
御
遣
し

　
　
之
書
状
先
方
へ
相
達
し
不
申
と
か
、
手
元
に
て
滞
り
候
事
は
’

　，

ｳ
之
様
相
覚
申
候
。
如
何
之
間
違
鰍
。
尤
も
多
用
に
て
失
念

　
　
い
た
し
候
事
有
之
鰍
も
難
計
、
’
併
し
手
元
に
は
滞
り
居
不
申
・

　
　
候
q
左
様
御
承
知
可
分
下
候
。
海
防
芝
之
御
説
至
極
御
尤
に

　
　
回
忌
候
。
可
相
成
は
拝
見
い
た
し
度
、
「
御
世
に
御
草
稿
馬
差

　
　
回
し
被
零
度
事
忌
候
。
実
に
此
節
至
悪
下
之
御
一
大
事
二
百

　
　
余
年
之
恩
沢
に
浴
し
ナ
ガ
ラ
ウ
カ
く
と
寝
食
を
安
ソ
ジ
居

　
、
候
時
節
に
は
無
之
、
‘
身
分
相
応
之
忠
節
は
尽
し
度
キ
事
に
有

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヂ

ン
一
之
候
へ
共
、
蛆
虫
同
然
之
身
分
、
何
を
い
た
し
候
て
も
更
に

　
　
省
ル
，
人
も
有
之
間
馬
、
唯
慷
慨
而
三
日
を
暮
し
農
事
な
り
。

　
　
併
し
野
生
か
如
き
遊
民
空
ク
遊
民
に
て
過
し
喉
事
恐
多
ク
存
、

　
　
当
時
は
三
三
三
省
キ
専
ラ
書
生
教
導
い
た
し
、
当
今
必
帰
之

　
・
西
洋
学
者
を
育
立
候
積
に
覚
悟
し
、
先
ツ
是
レ
ヲ
任
と
い
た

　
　
し
破
算
候
。
微
馬
歯
憐
察
可
被
下
戸
。
扱
浦
賀
も
存
外
平
穏
，

　
　
ナ
ル
事
に
て
和
議
相
調
ひ
、
交
易
ば
五
年
御
延
引
、
石
炭
置

　
’
場
ハ
彼
レ
カ
急
務
と
申
事
に
て
豆
州
下
田
三
三
渡
し
に
相
成

　
　
候
と
か
申
ス
旧
説
に
御
座
候
。
扱
点
不
思
寄
次
第
虚
説
か
実

　
　
説
か
相
分
り
不
孝
候
。
畠
又
々
近
日
に
オ
官
シ
ヤ
も
浦
賀
へ
参

り
可
申
、
其
覚
悟
可
致
様
諸
家
様
へ
御
達
し
有
之
候
と
も
申

候
。
事
様
之
形
勢
に
相
成
候
而
は
引
続
キ
英
夷
為
山
影
も
来
、

ル
様
に
軍
楽
成
、
其
内
内
地
不
測
之
変
も
定
置
斗
と
案
じ
過

し
て
は
、
実
に
夜
も
寝
ラ
レ
カ
ネ
誓
事
に
御
座
候
。
何
卒
国

威
不
陥
様
に
と
天
地
ヲ
濤
ル
而
已
に
御
坐
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ア
メ

　
’
賎
か
家
に
も
ら
さ
ぬ
雨
も
も
る
ま
て
に

　
　
　
母
屋
の
棟
木
は
何
回
に
け
ん

一
清
朝
当
否
て
北
京
落
城
と
申
風
評
御
坐
候
。
是
も
虚
実
不

三
分
、
何
分
堅
地
も
大
変
と
世
尊
申
候
。
之
レ
カ
為
昨
夏
来
，

．
唐
船
不
参
、
薬
種
高
価
、
医
者
は
大
漁
に
御
座
候
。
尚
可
申

述
事
も
多
く
、
不
堪
感
慨
事
共
も
有
之
候
へ
共
、
先
つ
今
便

’
は
閣
筆
い
た
し
候
。
万
々
期
後
便
候
。
尤
モ
此
書
状
御
覧
後

御
火
中
可
被
下
候
。
・
御
答
ま
で
。
草
々
頓
首

　
　
三
月
十
二
日
夜
半

　
　
　
　
高
雅
兄
　
　
　
　
　
・
　
　
‘
洪
　
　
，
庵

　
　
尚
々
光
政
影
堂
様
始
メ
御
両
家
皆
様
へ
可
然
宜
ク
・

　
　
御
嵩
声
奉
不
寝
。
以
上

　
　
　
夜
中
睡
眼
相
認
御
分
り
か
ね
候
と
奉
存
候
。

　
　
　
御
推
読
可
被
下
候
。
呉
々
も
あ
と
御
火
中
可
被
下
候
。

二
、

あ
て
名
の
「
高
雅
兄
」
ぽ
、
大
藤
高
雅
（
た
か
つ
ね
）
の
こ
と
で
、

　　T　二p
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洪
庵
の
姉
の
子
、
す
な
わ
ち
甥
で
あ
る
℃
洪
庵
は
足
守
藩
士
佐
伯
瀬

左
衛
門
三
三
と
キ
ャ
ウ
の
あ
い
だ
に
う
ま
れ
た
末
の
子
で
あ
る
。
お

さ
な
く
て
死
ん
だ
男
の
子
を
の
ぞ
い
て
、
一
番
う
え
が
姉
キ
チ
、
つ

ぎ
が
馬
之
助
（
右
馬
之
助
、
の
ち
惟
正
）
、
そ
し
て
洪
庵
が
末
で
あ
る
。

洪
庵
は
は
じ
め
田
上
三
之
助
と
い
っ
た
が
、
の
ち
緒
方
三
平
、
そ
し

て
の
ち
洪
庵
と
あ
ら
た
め
た
。

　
こ
の
姉
キ
チ
は
吉
備
…
津
宮
の
社
家
（
神
官
）
堀
家
徳
政
（
ほ
り
け

の
り
ま
さ
）
に
と
つ
ぎ
、
二
人
の
男
子
を
う
ん
だ
。
長
男
が
輔
政

（
す
け
ま
さ
）
、
二
男
が
高
雅
で
あ
る
。
幼
名
を
光
治
郎
と
い
っ
た
。

吉
備
津
宮
の
神
事
を
つ
か
さ
ど
る
家
（
社
家
）
に
は
、
堀
家
氏
の
ほ

か
に
藤
井
氏
が
あ
る
。
筆
頭
の
社
家
（
社
家
頭
）
の
一
つ
で
、
代
々

学
識
の
高
い
人
が
出
た
。
な
か
で
も
藤
井
高
尚
（
た
か
な
お
）
　
（
一

七
六
四
－
一
八
四
〇
）
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
本
居
宣
長

（一

ｵ
三
〇
一
一
八
〇
一
）
に
学
ん
で
国
学
に
深
く
、
宣
長
門
下
で

も
と
く
に
ぬ
き
ん
で
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
和
歌
に
も
す
ぐ
れ
、
多

く
の
歌
を
の
こ
し
て
い
る
。
高
尚
に
つ
い
て
は
「
藤
井
高
尚
伝
」
（
吉

備
津
神
社
編
　
昭
和
十
五
年
十
二
月
）
に
く
わ
し
い
。

　
高
尚
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
こ
ろ
隠
居
し
、
そ
の
子
三

豊
（
一
七
九
一
一
一
八
二
五
）
が
つ
い
だ
が
、
父
に
さ
き
だ
っ
て
、

妻
美
弥
と
娘
松
野
を
の
こ
し
て
没
し
た
。
そ
れ
で
、
高
尚
は
将
来
こ

の
松
野
の
夫
と
な
る
べ
き
人
と
し
て
堀
家
氏
か
ら
、
当
時
七
歳
の
光

治
郎
を
迎
え
て
養
孫
と
し
た
。
そ
れ
が
の
ち
高
雅
に
な
る
。

　
高
雅
は
文
政
二
年
三
月
十
五
日
（
一
八
一
九
）
に
う
ま
れ
、
幼
名

「三一



が
光
治
郎
、
藤
井
家
に
入
っ
て
か
ち
、
高
起
、
，
’
高
枝
な
ど
の
名
が
あ

り
、
止
昂
氷
元
年
（
一
八
四
八
）
ご
ろ
か
ら
大
藤
高
雅
ど
な
っ
た
。
祖

父
高
尚
が
没
し
た
天
保
十
一
年
八
月
（
一
八
四
〇
）
に
は
高
雅
は
ま

だ
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
あ
っ
た
。
祖
父
が
ひ
き
い
て
い
た
松
屋
社
中

は
大
い
に
お
と
ろ
え
た
が
、
高
雅
は
学
問
が
あ
り
、
豪
胆
な
人
で
あ

っ
た
の
で
、
よ
ぐ
松
屋
の
学
問
を
さ
さ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
藤
井
高
尚
伝
」
に
よ
る
と
、
吉
備
津
宮
は
徳
川
時
代
に
は
幕
府

か
ら
神
領
と
し
て
備
中
国
賀
陽
那
宮
内
村
の
う
ち
百
六
十
石
を
御
朱
㌧

印
地
と
し
て
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
社
家
頭
の
五
家
は
家
格
が
高
ぐ
、

な
か
な
か
力
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
藤
井
家
の
人
た
ち
は
高
尚
の

茎
口
同
久
の
と
き
か
ら
代
々
従
五
位
下
に
回
せ
ら
九
、
高
久
は
但
馬

守
、
高
尚
は
長
門
守
、
高
覧
は
但
馬
守
、
高
雅
は
下
総
守
に
任
ぜ
ら

れ
て
い
る
。
　
ロ
同
雅
が
下
総
守
に
な
つ
売
の
は
弘
化
二
年
八
月
（
一
八

四
五
）
、
で
あ
る
。
高
雅
は
神
宮
の
仕
事
の
ワ
ク
の
な
か
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
一
国
学
・
和
歌
の
こ
と
は
も
と
よ
り
ひ
ろ
く
社
会
に
関
心

を
持
つ
ま
う
に
な
り
、
．
琵
琶
湖
と
鴨
川
と
の
間
に
運
河
を
掘
り
ぬ
く

計
画
を
た
て
、
か
な
り
な
程
度
ま
で
具
体
化
し
た
そ
う
で
訪
る
。
の

ち
に
は
国
事
に
奔
走
す
る
よ
う
に
な
り
、
海
防
策
の
実
現
に
つ
い
て
、

幕
府
の
許
可
を
得
た
こ
と
か
ら
、
一
部
の
反
発
を
う
け
、
文
久
三
年

七
月
二
十
五
日
京
都
で
浪
士
に
暗
殺
さ
れ
た
。
四
十
五
歳
で
あ
っ

た
。
高
雅
に
は
妻
松
野
と
「
の
あ
い
だ
に
紀
マ
郎
が
あ
っ
た
。
父
の
神

職
を
つ
い
だ
が
、
明
治
十
四
、
五
年
ご
ろ
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
異

母
弟
に
卓
（
大
森
氏
）
湘
甲
造
（
三
宅
氏
）
が
あ
み
。
甲
造
の
子
が

三
宅
正
太
郎
氏
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
藤
井
家
を
は
じ
め
堀
家
家
竜
茅
吉
備
津
神
等
の
宮

噛
可
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
学
・
和
歌
に
す
ぐ
れ
た
人
物
が
多
く
出
て
お

り
、
・
し
か
も
洪
庵
ど
は
、
そ
の
堀
家
氏
に
と
つ
い
だ
姉
キ
チ
や
、
そ

の
子
高
雅
が
藤
井
家
に
入
る
な
ど
、
血
の
つ
な
が
る
人
が
い
る
の
で
、

藤
井
氏
の
松
屋
の
学
風
、
．
こ
と
に
和
歌
の
道
，
の
気
分
に
多
分
に
接
し

て
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
ち
な
み
に
洪
庵
の
大
阪
で
の

．
和
歌
の
先
生
は
萩
原
広
道
（
一
八
一
，
三
一
六
三
y
で
あ
る
。
大
隈
玄

道
に
も
指
導
を
う
け
た
時
代
が
あ
る
σ

三

　
さ
て
、
こ
の
て
が
み
の
書
か
れ
た
年
代
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

・
で
あ
る
。
て
が
み
の
後
半
に
「
浦
賀
も
存
外
平
穏
な
惹
事
に
て
和
議

相
調
ひ
、
交
易
は
五
年
御
心
引
、
石
炭
置
場
は
彼
れ
が
急
務
と
申
事
に

・
て
豆
州
下
田
港
御
渡
し
に
相
出
鉱
と
か
申
す
街
説
に
御
座
候
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
募
氷
七
年
三
月
三
日
分
ペ
ソ
ー
と
の
、
・
い
わ

ゆ
る
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
を
さ
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ぎ

ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
三
月
十
二
日
付
の
て
が
み
に
書
い
て
い
る
の

は
、
そ
の
情
報
が
意
外
に
は
や
く
大
阪
に
と
ど
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
洪
庵
は
「
街
説
に
御
座
候
」
と
書
い
て
い
る
が
、
大
阪
西
奉

行
所
あ
た
り
で
ぎ
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
に
昨
年
六
月
三
日
ペ
リ

し
が
浦
賀
へ
入
港
し
た
と
い
う
情
を
洪
庵
は
六
月
十
日
西
奉
行
所
で

き
い
た
と
日
記
に
書
い
て
い
る
。
情
報
は
そ
れ
よ
り
は
や
く
と
ど
い
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て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
今
年
も
三
丹
十
日
よ
り
ま
え
に
き
こ
え
て

き
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
洪
庵
は
四
十
五
歳
、
」
高
雅
は
三
十
六
歳
で

あ
ろ
。

四

　
　
て
が
み
の
冒
頭
に
「
先
頃
は
御
細
書
乱
筆
」
．
，
と
あ
る
か
ら
、
返
書

　
で
あ
る
。
高
雅
は
洪
庵
へ
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
書
い
て
き
た
よ
う
で
．

　
あ
る
が
《
「
細
書
」
の
主
体
は
、
噛
洪
庵
が
「
海
防
策
客
足
説
至
極
御

尤
に
奉
存
候
」
と
書
い
て
い
る
「
海
防
策
」
で
あ
ろ
う
。
．
こ
の
こ
と

－
は
あ
乏
で
触
れ
る
。
．

　．

p
事
の
第
一
は
「
た
ん
ざ
く
」
の
之
と
で
あ
る
。
高
雅
か
ら
の
依
・

頼
で
、
垣
与
と
い
う
店
に
注
文
し
て
お
い
た
の
が
昨
日
ど
ど
W
た
か

ら
、
舟
便
で
送
っ
た
と
知
ら
ぜ
て
い
る
。
．
・

　
　
つ
ぎ
に
、
松
屋
老
ゆ
き
の
高
雅
の
て
が
み
を
と
ぎ
け
た
ご
と
が
出
・

て
く
る
。
迎
、
兄
の
人
を
出
す
即
言
出
て
い
る
と
い
う
の
ば
，
高
雅
が

大
阪
へ
出
て
く
る
こ
と
で
も
書
い
て
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
あ
と
、
，
昨
、

．
年
松
屋
あ
て
の
高
雅
め
て
が
み
を
洪
庵
を
通
じ
て
ど
ど
け
℃
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
。
洪
庵
は
自
分
の
ど
こ

ろ
ま
で
と
ど
い
て
い
な
い
乏
書
い
て
、
い
る
。

、

五

　
こ
の
て
が
み
の
な
か
で
一
番
重
要
な
部
分
は
、
洪
庵
が
天
下
の
情

勢
を
批
判
し
、
自
分
の
決
意
を
う
ち
あ
け
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
．
、

－
う
。
洪
庵
は
こ
の
神
奈
川
条
約
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
対
外
・
国

．
内
の
情
勢
を
「
天
下
の
御
一
大
事
」
と
見
て
、
自
分
も
う
か
動
か
し

　
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
分
相
応
の
「
忠
節
」
は
つ
・
く
し
た
「
い
が
、
蛆

　
虫
（
う
じ
む
し
）
同
然
の
身
分
で
は
な
に
を
し
て
も
か
え
り
み
る
人

　
も
な
い
の
で
、
た
だ
た
だ
慷
慨
し
て
い
ろ
。
た
だ
し
、
い
ま
で
は
病

　
用
を
は
ぶ
い
て
、
・
も
っ
ぱ
ら
「
当
分
必
用
の
西
洋
学
者
」
を
そ
だ
て

　
る
つ
も
り
で
専
念
し
て
い
る
と
、
決
意
の
ほ
ど
を
示
し
て
い
る
。
内

、
外
の
形
勢
を
考
顧
て
凸
そ
0
ケ
ち
国
内
で
不
甜
の
変
が
起
る
か
も
し
，

　
れ
な
い
乏
お
も
う
と
、
・
夜
も
寝
ら
れ
な
い
」
と
ま
で
思
い
つ
め
た
気
持

　
を
の
べ
て
「
い
る
。

　
洪
庵
が
こ
の
よ
う
な
つ
き
つ
め
た
心
境
を
さ
承
け
出
し
て
書
い
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

め
は
、
高
雅
が
海
防
策
の
ζ
と
な
ど
を
書
い
て
、
〆
天
下
国
家
を
憂
え
　
凪

　
て
ま
こ
七
た
の
に
触
発
さ
れ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
，
そ
れ
に
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

団
庵
に
も
ま
た
そ
の
心
が
あ
っ
た
が
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
て
が
み

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
洪
庵
は
そ
の
あ
と
で
、
清
朝
が
ほ
と
ん
ど
ほ
ろ
び
、
‘
北
京
落
城
と

い
う
変
革
の
影
響
で
」
昨
年
夏
以
来
中
国
か
ら
船
沸
来
な
く
な
り
、
、

そ
の
結
果
薬
種
が
高
値
に
な
・
っ
て
医
者
が
こ
ま
P
て
い
る
と
書
い
て

い
る
。
そ
の
こ
ろ
の
医
者
は
、
“
こ
の
よ
‘
5
な
か
た
ち
で
国
外
の
情
勢
」

を
身
近
に
体
験
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
ヶ
。

占／N

一
気
心
の
知
れ
た
高
雅
の
て
が
み
忙
ひ
き
ず
ち
れ
て
、
つ
い
つ
い
本

’
　
　
、



〆ゴ

心
を
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
も
と
よ
り
他
人
に
見
せ
る
べ
き
も
の
で
，

は
な
い
。
み
と
に
の
こ
っ
て
も
こ
ま
る
。
㌦
そ
う
考
え
て
、
「
火
中
」

に
と
二
度
も
書
い
た
の
に
、
火
中
に
は
い
ら
ず
に
現
存
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

七

　
お
わ
り
に
・
，
「
尚
々
光
政
北
堂
始
め
御
両
家
皆
様
」
に
よ
ろ
し
く
と

あ
る
。
い
く
つ
か
あ
る
堀
家
家
は
、
そ
の
始
祖
の
名
で
よ
び
わ
け
て

い
て
、
光
政
北
堂
は
光
政
家
の
徳
政
に
と
つ
い
で
、
い
ま
は
未
亡
人

、
に
な
っ
た
姉
キ
チ
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
「
両
家
」
は
高
雅
の
実
家
，

の
堀
家
家
（
光
政
）
と
養
家
の
藤
井
家
ど
を
さ
し
て
い
為
の
で
あ
ろ

う
。　

　
　
　
　
　
．
八

　
こ
の
て
が
み
は
、
大
藤
膏
雅
と
い
う
洪
庵
の
甥
の
て
が
み
へ
の
返

書
で
、
嘉
永
七
年
三
月
ご
ろ
の
国
の
内
外
の
情
勢
と
洪
庵
の
環
境
と

心
境
と
を
物
語
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

「
上
野
図
書
館
紀
要
」
第
一
冊
中
の

　
・
洪
下
手
「
簡
解
読
正
誤

一
行
月

二
回
目

四
回
目

五
回
目

六
回
目

一

上
か
ら
三
・
四
字
目

・
下
か
ら
九
「
二
〇
字
目

下
か
ら
一
「
一
字
目

下
か
ら
七
贈
八
字
の
三

一
〇
無
目
9

　
、
一
行
目

一
七
行
三

二
〇
行
目

二
一
二
行
目

二
五
回
目

二
六
回
目

三
〇
行
目

三
一
行
目

下
か
ら
二
字
目

下
か
ら
三
字
目
、
，

，
一
七
字
目

九
字
目

下
か
ら
二
字
目

八
字
目

六
字
目
一
二
字
月
の
あ
と
に

□
細
書
は
御
細
書

□
坐
　
は
　
草
堂

松
尾
武
は
松
尾
屋

申
出
候
は
　
申
出
申
旧

居
申
は
　
不
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヂ

蛆
虫
は
蛆
虫

御
坐
候
は
　
御
座
候
　
．

来
書
様
は
　
来
ル
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ

雨
　
層
は
内
業
’

御
坐
候
は
御
座
候

多
候
　
は
　
多
く

北
野
　
は
・
北
堂

か
ね
と
は
　
か
ね
候
と

（
書
み
お
製
叢
）

一六一




